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講演要旨︓ 
効率的かつ環境にやさしい化学反応プロセス技術の開発のためには、化学プロセスにお

ける廃棄物の更なる低減、エネルギー効率の⼀層の向上、枯渇資源利⽤から循環型資源利⽤
への転換などが求められる。多くの化学産業分野において、「持続可能社会の実現」及び「環
境に調和した化学技術」をキーワードとし、循環型資源となり得るバイオマス、⼆酸化炭素、
ケイ素などを化学⼯業原料として利⽤することが⼤きな意義を持つと考えられている。 

我々はこれまでに、循環型炭素資源である⼆酸化炭素の変換反応[1]及び、ファインケミ
カルズ合成での新規反応プロセスの開拓のために、⾼活性・⾼選択性を持つ触媒開発を⾏っ
てきた。従来取り組んできた均⼀系の分⼦触媒に限定せず、触媒の分離、回収及びリサイク
ルが容易な固定化分⼦触媒の合成法など[2]を確⽴し、環境にやさしい化学反応プロセスの
開発を進めている。 
 本講演では、これまで研究成果として報告した⼆酸化炭素の利⽤技術をはじめ、分⼦触媒
の固定化技術と、固定化分⼦触媒による効率的かつ環境にやさしいファインケミカルズ合
成[3]について紹介する。 
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